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	転写後レベルで二本鎖RNA制御遺伝子発現を促進する可能性がある。酸性β-グルコシダーゼ（GCase）やその他のmRNAのコード配列に結合し、GCase mRNAの翻訳開始段階で機能する翻訳阻害タンパク質として作用し、おそらくポリソームへの結合を阻害することによって機能する。
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	ILF3 抗体を使用した、Jurkat、C6、Hela 溶解物中の ILF3/NF90 のウエスタンブロット分析。
	

	ILF3 抗体を使用したパラフィン包埋ヒト肺癌の免疫組織化学分析。抗原賦活化には高圧高温クエン酸ナトリウム pH 6.0 を使用しました。
	

	ILF3抗体とDAPI（青）を用いた、ILF3（緑）のHeLa細胞における免疫細胞化学分析

